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研究成果の概要（和文）： 中国雲南省を中心とする西南中国及び東南アジア大陸部において、
３年間にわたる伝統的土器製作に関する現地調査にもとづいて、それぞれの村寨における製作
技術及び生産等式を精査した。その結果、当該地域における伝統的土器製作の多様性と地域性
を明らかにすることができた。とくに、タイ‐ラオス‐カンボジア‐ベトナムに展開する「円
筒形原型変形成形」について、「タイ東北部」・「ラオス中部及び南部」・「カンボジア南部及びベ
トナム南部」という尐なくとも３つの地域差のあることを明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：In Southwestern China(mainly in Yunnan Province) and the 

mainland of Southeast Asia, the distribution of the traditional earthenware making village 

was clarified in detail by field survey for 3 years. Based on these surveys, I studied in 

making technique and productive style of each village, especilly focused on forming process 

of making water jar. 

As s result of these surveys, I could clear diversity and regionality of technical contents, 

mainly in forming process. Moreover, I could make some features clear such as regionality 

of forming technique as we call “sylinder forming” spread on Thai – Laos – Cambodia – 

Vietnam, and could devide three regions at least by regionality as Northeast Thailand, 

Central and South Laos and Southern Cambodia and Southern Vietnam. 
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１．研究開始当初の背景 

西南中国及び東南アジア大陸部（以下「当
該地域」と表記する）では、多様な伝統的土
器製作（以下「土器製作」と略記する）に関
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する民族誌が残されている（ Cort and 

Lefferts 2003）。 

これらの製作技術及び生産様式（原材料調
達・素地製作・成形・焼成・販売等）に関す
る民族誌的生態を参照することは、当該地域
における物質文化研究及び考古学的土器研
究に有益であるとともに、我が国の土器研究
（縄文土器・弥生土器・土師器等）にもきわ
めて有効であり、これらの発展に大きく寄与
した研究史的経緯がある（小林 2003 ほか）。 

しかしながら、これまで援用された民族誌
は、中国雲南省（周 1979 ほか）、台湾（鳥居
1902 ほか）、タイ（高田 1975 ほか）等で占
められており、地域的及び技術的な偏りが著
しいことに留意する必要がある。これらの地
域に共通する「粘土紐積み上げ（巻き上げ）
による匣鉢形原型→タタキ成形」技術によっ
て、当該地域全体の土器製作のイメージが一
般化されている嫌いがある。 

報告者は、平成 20～22 年度科研を獲得で
きたことで、当該地域における土器製作の現
地調査を加速させることができた。その結果、
中国雲南省、タイに加えて、かつて、紛争等
で現地調査が困難であったベトナム、ラオス、
カンボジア等において、上記の成形技術と異
なる多様な土器製作を多数見出すことがで
きた。その結果、当該地域全域にわたる土器
製作を網羅的に俯瞰し、その多様性を強調す
ることが不可欠であると考えるようになっ
た。 

 

２．研究の目的 

本研究では、西南中国及び東南アジア大陸
部における伝統的土器製作に関する民族誌
を俯瞰することで、その多様性を明らかにす
ることを第１の目的とした。次に、それぞれ
の民族誌における原材料調達・素地製作・成
形・焼成・販売等に関する製作技術及び生産
様式を整理することで、当該地域における土
器製作の系譜を整理した。そして、考古学分
野における土器研究（例えば、土器型式及び
組成とその変遷、製作技術論等）にとって、
有用な民族誌的生態を抽出し、新しい分析の
視点、解釈の枠組み等を提示することも目的
とした。また、当該地域では、著しい経済発
展に伴って、土器製作が急速に衰退･消滅に
向かっている。現地調査で取得した写真及び
映像を用いて、詳細なモノグラフを作製し、
後世のための記録保存を実施し、実物とあわ
せて可能な限りの収集を目指した。 

 

３．研究の方法 

平成 20～22 年度科研では、３ヵ年を費や
して、５カ国３５カ村における土器製作に関
するフィールドワークを実施した。詳細は、
下記のとおりである。 

 

2008 年 12 月-2009 年 1月 
ﾀｲ東北部ｳﾎﾞﾝﾗﾁｬﾀﾆ，ﾗｵｽ南部ｻﾗｳﾞｧﾝ 

2009 年 2-3 月， 
ﾍﾞﾄﾅﾑ中部ﾋﾞﾝﾄｩｱﾝ、南部ｱﾝｻﾞﾝ・ｷｴﾝｻﾞﾝ 

2009 年 3月， 
中国雲南省玉渓市 

2009 年 11 月， 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ南部ｶﾝﾎﾟｰﾄ・ﾀｹｵ 

2009 年 12 月-2010 年 1月， 
ﾗｵｽ中部ｻﾜﾝﾅｹｰﾄ，南部ﾁｬﾝﾊﾟｻｯｸ 

2010 年 3月， 
ﾀｲ南部ｻﾄｩﾝ・ｿﾝｸﾗｰ・ﾅｺﾝｼｰﾀﾏﾗｰﾄ 

2011 年 1月， 
ﾗｵｽ北部ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝ，南部ｱｯﾀﾌﾟｰ 

2011 年 2月， 
ﾀｲ北部ｽｺｰﾀｲ・ﾗﾝﾊﾟﾝ・ﾅｰﾝ・ﾁｪﾝﾗｲ・ﾁｪﾝﾏｲ 

2011 年 3月， 
ﾀｲ東北部ﾉｰﾝｶｲ､ﾙｰｲ､ﾉﾝﾌﾞｱﾗﾝﾌﾟｰ 
ただし、研究の当初計画において、ミャン

マーにおける現地調査を盛り込んだものの、
平成２０年度、サイクロンによる被害が発生
し、平成２２年度、民主化総選挙による政情
不安によって、現地調査の機会を逸してしま
ったことを付記しておく必要がある。 

現地調査では、参与観察及びインタビュー
を中心として、村寨の歴史、住民の詳細とと
もに、製作技術及び生産様式に関する具体的
内容を取りまとめた。また、デジタルスチル
カメラ及びビデオを活用し、将来の土器製作
の消失に備えて、参照可能なモノグラフを記
録保存することで、あわせて研究基盤の保全
を図る方法を採用した。 

 
４．研究成果 
当該地域における土器製作を俯瞰し、その

多様性を明らかにすることができた。また、
土器製作の背後にある歴史性・民族性、社会
性を下敷きとした地域性を顕在化させるこ
とができた。とくに、リーダム・レファート
及びルイスコートらによってカテゴライズ
された Type-A（円筒形原型変形成形）に関
して、これまでタイ‐ラオス‐カンボジア‐
ベトナムにわたる広範な地域において、差異
一的な土器製作の伝統的様式が展開すると
されてきた。しかしながら、平成 20～22 年
度科研におけるインドシア半島を縦走する
広域調査によって、「タイ東北部」・「ラオス
中部及び南部」・「カンボジア南部及びベトナ
ム南部」という尐なくとも３つの地域差が顕
在することを明らかにすることができた。ま
た、当該地域では、この十数年以内において
「経済発展→生活様式の現代化→土器製作
の衰亡」という事態が予見される。製作者は、
QOL（Quality of Life）の向上のため、生活
や生業に関する伝統的様式から脱却し、収入
を増大させる効率的手段を獲得しようとし
ている。一部の若い世代の製作者は、土錬機、



 

 

電動轆轤、窯等を導入し、現代的土器製作に
移行しているが、ほとんどの製作者は、これ
らへ適応が難しく、高齢化に伴って廃業しつ
つある。後継者となるはずの次世代は、現代
的生活に対する憧憬を募らせ、出稼ぎ等で都
会へ流出し、土器製作の継承を拒絶している。
そのため、平成 20～22 年度科研では、現地
調査に際して、可能な限り土器製作に関する
記録と実物一式を取得した。本研究を通じて、
土器製作を記録保存し、実物を取得するとい
う取り組みは、研究基盤の保全に繋がり、そ
の意義はきわめて大きかったと考えている。 
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